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はちのへ掘り
－八戸市埋蔵文化財ニュース第 22号－

day

穴に埋められた土器、その中には…　～八
はち

戸
のへ

城
じょう

跡
あと

～

SI2 竪穴建物跡の内外から穴に納められた弥生土器がみつかりました

SI1 竪穴建物跡

　八戸城跡第 41 地点は、市庁前広場の南東端

にあたります。市内で数少ない弥生時代中期の

竪
たて

穴
あな

建物跡が２棟 (SI1・SI2) 発見されました。

SI1 竪穴建物跡は東西約 6m、南北４m前後で

楕円形です。中央に地面が赤く焼けた炉跡が

あり、近くには弥生土器が残されていました。

SI2 竪穴建物跡からは径 30cm、深さ 45cm ほ

どの小穴がみつかり、壺形の弥生土器が納めら

れていました。壺の内部には白色の固形物が

溜
たま

っています。その正体が何なのか分析の結果

がたのしみです。弥生土器を納めた小穴は、竪

穴建物の外からもみつかっています。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（宇部　則保）

壺のなかの白色の固形物
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江戸時代の屋敷跡を発見～雷
いかずち

遺跡～
　雷遺跡は、八戸市の中心部から南東に約 

2.5km に位置し、新
に

井
い

田
だ

川左岸の標高 15 ～

30mの段丘上に立地しています。本遺跡では

平成 25 （2013）年頃から個人の住宅建築を中

心に発掘調査が増え続けています。特に昨年

度は個人住宅に加え、長芋作付けや集合住宅

建築に伴う面積の広い調査も行われ、大きな

成果が蓄積されている遺跡のひとつです。

　今回の調査では、遺跡の東端から江戸時代

の屋敷の跡がみつかりました。それは、主
おも

屋
や

とみられる掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

、倉庫や作業場とみ

られる竪穴建物跡、お墓など、たくさんの施

設からなります。

　この屋敷での暮らしは、江戸時代より少し

前の 1500 年代 (16 世紀 ) 頃から始まり、建て

替えを繰り返しながら、1800 年代 (19 世紀 )

頃まで続いていたと考えられます。また、少

なくとも 2,000 ㎡以上あるこの屋敷は、調査

した範囲の外にも広がると予想され、現在の

一般的な宅地に比べ、非常に大きな敷地だっ

たことがわかります。

　主屋や倉庫よりやや離れた、屋敷の中でも

比較的高い所には、お墓がまとまって作られ

ていました。江戸時代のお墓のうち、７号墓

と９号墓から出土した人骨は、手足を折り曲

げた姿勢をとり、生前の住まいを見守るかの

ような向きで埋葬されています。

　現代では、決められた場所にある共同の墓

地が当たり前ですが、雷遺跡のように家の敷

地の中にお墓をつくる屋
や

敷
しき

墓
ばか

は、戦前までは

ごく普通にみられました。

　今ではほとんどみられなくなった、八戸地

域の屋敷墓のあり方をうかがうことができる

貴重な成果となりました。　　　（横山　寛剛）
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：土坑墓・土坑
：焼土遺構

雷遺跡第５地点の遺構配置図　標高の低い場所に主屋、その奥に
倉庫などの施設、さらに標高の高い場所にお墓が位置します。

７号土坑墓出土人骨　手足を折り曲げ、顔は屋敷
跡を向いています。

SI10 竪穴建物跡　倉庫や作業小屋に使われたと
考えられる建物です。
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新
に い

田
だ

氏
し

のお城の調査～新
にい

田
だ

城
じょう

跡
あと

（館
たて

平
ひら

遺跡）～

新田城跡本丸全景 掘立柱建物跡　長方形の穴に２本柱を建てています

　新田城跡は、館平遺跡の範囲内にあり、八戸

市中心部から南東約 3.5km に位置します。新
に

井
い

田
だ

川と松
まつ

館
だて

川との合流点の右岸にある標高

６～ 37mの独立した段丘上に立地し、その最

も高く平らなところに新田城跡があります。

　お城の中心部である本丸 ( 主
しゅ

曲
くる

輪
わ

) は、東

西約 200m、南北約 150m の広さがあり、根
ね

城
じょう

南
なん

部
ぶ

氏の一族である新田氏の居城と伝えら

れています。お城がつくられた時期は、遅く

とも明徳４(1393) 年以降と推測されていま

すが、正確な時期はわかっていません。天正

20(1592) 年に、根城とともに破
は

却
きゃく

され、城と

しての機能を失ったとされています。

　寛永４(1627) 年、根城南部氏が遠野へ国
くに

替
が

えとなったときに、新田氏も遠野へ移り、新

田城は廃城になったと考えられています。ま

た、明和３(1766) 年には、当時の八戸藩主が

隠居後の病気保養のための建物を建てて移り

住み、これを「新井田御殿」と呼んだという

記事が文献に残っています。

　新田城跡は、調査事例が少なく、遺構もほ

とんど残っていないため、お城の様子はよく

わかっていません。そこで、平成 30年度から

３年間の計画で、お城の内容を確認するため

の調査を本丸部分で行っています。初年度と

なる平成 30 年度の調査は、本丸約 15,000 ㎡

のうち 5,000 ㎡を対象に調査を行いました。

　今回の調査では、主に戦国時代から江戸時

代の掘立柱建物跡・倉庫跡・井戸跡・土坑・

鍛
か

冶
じ

遺構・溝跡・土塁、縄文時代の竪穴建物

跡・土坑・落とし穴などがみつかっています。

また、土地を平らにならしたり、堀の角度を

急にしてお城の守りを強くするための整地が

されていることがわかりました。掘立柱建物

跡には、１つの穴のなかに同時に２本の柱を

建てたものもみつかりました。このような建

物跡は、現時点では類例が見当たらないため、

今後、建物の構造を検討する必要があります。

　みつかった遺構のあり方から、新田城はお

城としての機能を備
そな

えていることがわかって

きました。遺物は、縄文土器・土師器・陶磁器・

石器・鉄製品・土製品・銭貨などが出土しま

した。新田城の存続した時期を考える手がか

りとなる陶磁器は、16 世紀後半から 19 世紀

の国産陶磁器、17世紀の中国産磁器など、幅

広い時期のものがあります。過去の調査でも、

15 世紀から 16 世紀末頃の陶磁器が出土して

いることから、この時期に城内で人びとが活

動していたことがわかりました。

　今回の調査で様々な遺構がみつかり、少し

ずつお城の姿がみえてきました。（田中　美穂）
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常安寺はいつから？～櫛
くし

引
ひき

遺跡～

　八戸市内の館地区にある櫛引遺跡は、馬
ま

淵
べち

川右岸の標高 20 ～ 110mの段丘にあります。

これまでに縄文時代草創期、奈良・平安時代、

江戸時代の遺跡がみつかっており、発掘調査

は行われていませんが、遺跡内には中世櫛引

氏の居館とされる櫛引城跡も位置します。

　第 6地点の発掘調査は、遺跡北側の浄土宗

常
じょう

安
あん

寺
じ

本堂の建て替えに伴って実施しました。

寺域では 28 年度に同様の調査 ( 第 5地点 ) が

行われ、江戸時代の掘立柱建物跡、井戸跡な

どが検出されています。第６地点はその北東

側にあたり、棟を南北方向にそろえた江戸時

代の掘立柱建物跡、井戸跡のほか縄文時代の

土坑、古代の竪穴建物、明治以降の石
いし

敷
じき

遺構

などがみつかりました。

　掘立柱建物跡は数回建て替えられています。

柱穴には焼け土が含まれているものも多いこ

とから、火事で焼失し、再建された建物もあっ

たことがわかりました。石敷遺構は、明治以

降の建物の基礎部分にあたります。建物の重

さで柱が沈まないよう溝を掘って石を入れ、

土を被
かぶ

せ固めています。礎石は残っていませ

んでしたが、明治以降になると掘立柱から礎

石などを使った建物へ変わっていったと考え

られます。江戸時代の遺物は 17世紀のものが

多く、国産の碗、皿、格の高い中国産の皿や

仏具の香
こう

炉
ろ

といった陶磁器のほか茶
ちゃ

臼
うす

、碁
ご

石
いし

なども出土しています。茶をたしなみ、囲碁

に興じる風雅な心得の人がいたのでしょう。

　　　　　　　　　　　　　( 宇部　則保 )

中国産　皿 香炉 碁石

第６地点全景 SA…塀跡　SB…掘立柱建物跡

SB08

SB06

SB07

SA02

SB05

石敷遺構
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江戸時代の墓～石
いし

橋
ばし

遺跡～

　石橋遺跡は、八戸市中心部から南東約４㎞の位

置にあり、新
に

井
い

田
だ

川右岸の標高47～72ｍの緩

やかな南向きの斜面に立地します。これまで

の調査で平安時代の竪穴建物跡や、縄文時代

の落とし穴などがみつかっています。

　今回の調査では、江戸時代の墓が多くみつ

かりました。墓は、狭い範囲に重なり合うよ

うに 15 基つくられています。これらの墓は

全て土
ど

葬
そう

で、亡くなった人を布やムシロに包

んで埋
まい

葬
そう

していました。頭は北側に向けられ、

ひざやひじを折り曲げた姿勢で埋葬されてい

ます。墓の形には、円形・楕円形・長方形の

ものがありますが、そのなかでも平面の形が

長方形、断面の形が靴
くつ

形
がた

の墓が半数を占めて

います。本遺跡だけではなく、市内の別の遺

跡でも同じような形の墓がみつかっており、

この地域の墓のつくりかたのひとつであった

ようです。なぜ、わざわざ入口の狭い靴形に

掘り込まれているのでしょう。そこには、次

の世への生まれ変わりの願いや、死に対する

けがれなど、死生観が表れているのかもしれ

ません。

　副葬品には、死者が三
さん

途
ず

の川を渡るための

お金とされる六
ろく

道
どう

銭
せん

がもっとも多く添えられ

ていました。そのほか、煙
きせ る

管や漆
しっ

器
き

、鎌など

の刃物があります。刃物には、魔
ま

除
よ

けの意味

があるともいわれます。幼児の墓に添えられ

た鎌からは、あの世に旅立ってもなお、邪
じゃ

気
き

をはらい、子供の身を守ろうとする親心がう

かがえます。

　江戸時代の記録によると、この地区には「新

井田村」や「妙
みょう

村」といった、現在も地名が

残る村があったようです。みつかったお墓は、

村に暮らした人びとのものと考えられます。

　　　　　　　　（小笠原　善範・田中　美穂）

同年代のひとが寄り添うように埋葬されています

幼児（２才）のお墓に添えられた鎌狭い範囲に集中してお墓がみつかりました

断面が靴形の墓の模式図
垂直

平
面

断
面

斜立 階段状
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報告会会場のようす

平成 30 年度遺跡調査報告会を開催しました
　平成 30 年 11 月 10 日（土）に、八戸市内

の遺跡発掘調査の主な成果を発表する遺跡調

査報告会を開催しました。今回は例年より来

客数が多く、市内外から約 94名の参加があり

ました。

　報告会では、古代・近世の雷
いかずち

遺跡（中居林

地区）、中世・近世の櫛
くし

引
ひき

遺跡（櫛引地区）、

中世・近世の新
にい

田
だ

城
じょう

跡（新井田地区）の調査

成果の報告を行いました。また、特別報告と

して、三戸町教育委員会 野田 尚志先生に三
さん

戸
のへ

城
じょう

跡の最新の発掘調査成果についてご報告い

ただきました。

　遺物展示会場では、雷遺跡・櫛引遺跡・新

田城跡の主な出土遺物のほか、八
はち

戸
のへ

城
じょう

跡の竪

穴建物跡から出土した完全な形の弥生土器、

三戸城跡の瓦を展示しました。

　平成 19 年度から 30 年度までの遺跡調査報

告会の資料は、是川縄文館のホームページに

掲載していますので、是非ご覧ください。　 

　　　　　　　　　　　　　　   （横山　寛剛）

これかわの一品②「岩
が ん

偶
ぐ う

」
　みなさん、小さい頃にアニメのキャラクター

人
にんぎょう

形で遊んだ経験ありますよね？これは玩
がん ぐ

具

の類
たぐい

。一方、仏像や祭礼行事などで目にする

人形は信仰の対象。今回紹介するのは、そん

なフィギュアのひとつ、馬淵川流域に特徴的

とされる縄文時代の岩偶です。

　最近、縄文の遺物の中でも特に注目を浴び

る土偶は、女性の間でとても人気のようです。

それに比べて岩偶の知名度は今ひとつ。それ

もそのはず、もともと多くは作られなかった

ようで、土偶に比べたら少ししかみつかって

いません。

　写真の岩偶の欠
かけら

片は、縄文時代晩期（今か

らおよそ３千年前）のものです。腰から左肩

にかけて残るその高さ 17.6 ㎝は、国内最大級

の大きさと言えます。正面と背面には渦巻き

模様が彫刻され、左脇には乳房と思われるわ

ずかなふくらみを観察できます。

　黒く焼き上げる土偶に対し、岩偶は白い石

が選ばれます。文様や造形にもいくつか異な

る点があり、両者は同じ人
ひとがた

形の祈りの道具で

ありながら、使われ方に違いがあったのかも

しれません。

　この遺物は、令和元年の夏に開催する是川

縄文館の特別展「北の縄文世界」で展示する

予定です。みなさんなら、この岩偶に何をお

祈りしますか。　　　　　　　（小保内　裕之）

是川中居遺跡からみつかった岩偶

　　　　正面　　　　側面　　　　背面　
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是
これ

川
かわ

石器時代遺跡の第１期整備について
　八戸市では、是川石器時代遺跡のうち、内

容確認が進んだ中
なか

居
い

遺跡と一
いち

王
おう

寺
じ

遺跡貝塚地

点を第１期として「是川縄文の里」の整備を

進めています。平成 30 年度は地形測量と、

整備する遺跡の姿や使用する材料を検討する

基本設計を行いました。

　第１期整備の目玉である中居遺跡では、縄

文時代晩期の集落や是川縄文人の資源利用を

再現する整備を行う予定です。設計では、地

形の復元や、立体復元する竪穴住居や水辺の

完成予想図 (中居遺跡 )

作業場などの施設構造や全体配置のほか、園路などの設備についても検討しました。また、是川

縄文人のように活用し更新していくクリ・トチ林を創出するため、苗場の設計とともに、林床に

一王寺遺跡の山林表土を用いて在来植物の復元を図っていく予定です。

　是川縄文の里整備は、市民と一緒に考え取り組んでいく体制を目指しています。私たちと一緒

に是川縄文の里をつくっていきましょう！令和元年度からは、史跡内にある施設の撤去工事と撤

去箇所の発掘調査を実施します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （市川　健夫）

平成 30 年度是川遺跡出土品保存修理事業

木製品の保存修理　１…修理前　２…X線撮影で内部の状態を確認　３…樹脂を使って補強　４…修理完成

　平成 23年度に追加指定された重要文化財「青森県是川遺跡出土品」は、修理や補強が必要な

ものがあり、漆製品や木製品など状態が変化しやすいため、継続的に修理を行う必要があります。

　平成 30年度は、土器６点と木製品６点、計 12点の保存修理を行いました。修理では、細部

の観察やX線撮影により状態を確認し、クリーニングをした後に、それぞれの状態に応じた修理

が行われます。木製品は、ヒビや穴などにより強度がない部分に樹脂を入れて補強したあと、欠

けている部分を樹脂などで補い、色づけをします。補った部分は、本体と区別がつくように色を

塗ります。最後に、安定した状態で保存できるように接地面をシリコン製にした台座にのせて完

成です。

　保存修理によって、本来の美しい姿をよみがえらせ、安定した状態を保ちながら展示等で公開・

活用することができます。大切な文化財を未来に伝えていくために、今後も少しずつ保存修理を

進めていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 （上ノ山　拓己）

１ ２ ３ ４
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第 167 集　新井田古館遺跡
第 167 集　第 31地点
第 168 集　雷遺跡第４地点
第 169 集　八戸市内遺跡 38　
　市子林遺跡第 23 地点、八戸
城跡第 40・41 地点、松ヶ崎遺
跡第 11地点、酒美平遺跡第 19
地点、櫛引遺跡第 9地点、笹ノ
沢 (2) 遺跡第 1地点、石橋遺跡
第 10・11・12 地点、雷遺跡第
4・5・6・7地点、館平遺跡（新
田城跡）第 30地点 A区

八戸市教育委員会
教 育 長　　伊藤　　博章
教 育 部 長　　吉田　　幸司
教育部次長兼教育総務課長

　 　　橋本　　淳一
是川縄文館長　　工藤　　朗　
副 館 長　　田茂　　隆一
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参 事　　小保内　裕之
主幹兼社会教育課主幹　　杉山　　陽亮
主査兼学芸員　　横山　　寛剛
主事兼学芸員　　田中　　美穂
主事兼学芸員　　苧坪　　祐樹
主 事　　宇部　　則保
主 事　　村木　　淳　
臨 時 職 員　　小笠原　善範
《縄文の里整備推進グループ》
縄文の里整備推進 GL　　小久保　拓也
副 参 事　　大野　　亨　
主 査　　金澤　　匡志
主 査　　番沢　　裕子
主 査　　熊野　　聡美
主査兼学芸員　　市川　　健夫
主事兼学芸員　　上ノ山　拓己
主事兼学芸員　　佐藤　ちひろ
非常勤主事　　菅澤　早希子
臨 時 職 員　　清水頭　市子
臨 時 職 員　　下沢　　雅代
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平成 30年度　八戸市内発掘調査一覧
遺 跡 名 調査 調査原因 調査期間

調査面積
( ㎡ )

種別／主な時代

八戸城跡 試掘調査 店舗建設 H30.4.9 3 城館跡／近世

石橋遺跡第 10地点 試掘調査 個人住宅建築 H30.4.9・10 32.5 集落跡／平安

舟渡ノ上遺跡 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.4.10 ～ 18 63 散布地／縄文

雷遺跡第 4地点 試掘調査 集合住宅建築 H30.4.11・12 130.5 散布地／縄文・平安

市子林遺跡第 23地点 試掘調査 長芋作付け H30.4.13 ～ 19 809 集落跡／縄文・古墳～近世

前川目遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.4.19 27.7 散布地／縄文

石橋遺跡第 11地点 試掘調査 長芋作付け H30.4.20・23 126.5 集落跡／平安

八戸城跡 試掘調査 集合住宅建築 H30.4.24 ～ 27 79.5 城館跡／近世

雷遺跡第 7地点 試掘調査 個人住宅建築 H30.4.27 ～ 5.1 39 集落跡／奈良・平安

浜道通遺跡 試掘調査 農業用倉庫建替え H30.5.8 13.5 散布地／縄文

古馬屋遺跡 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.5.28 ～ 31 90 散布地／縄文

殿見遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.6.5 2.5 散布地・古墳／縄文・奈良・平安

土橋遺跡隣接地 試掘調査 範囲確認調査 H30.6.5 25.5 散布地／縄文

田面木遺跡① 試掘調査 個人住宅建築 H30.6.6 1.25 集落跡／縄文・弥生・奈良・平安

高館遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.6.13 1 散布地／縄文・平安

雷遺跡① 試掘調査 個人住宅建築 H30.6.14 3.2 散布地／縄文・平安

松長根遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.6.19 15 散布地／縄文

松ヶ崎遺跡第 11地点 試掘調査 長芋作付け H30.6.14 ～ 7.4 409.6 集落跡／縄文

八戸城跡第 40地点 試掘調査 店舗建設 H30.6.21 ～ 28 79.03 城館跡／近世

酒美平遺跡① 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.7.9 ～ 11 48.5 集落跡／縄文・飛鳥・奈良・平安

櫛引遺跡第 9地点 試掘調査 太陽光発電設備設置
H30.8.7 ～ 9、

9.18 ～ 10.5
555 集落跡・城館跡／縄文・奈良～近世

田面木遺跡② 試掘調査 個人住宅建築 H30.8.9 7 集落跡 / 縄文・弥生・奈良・平安

天狗沢遺跡 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.8.21 24 散布地／縄文・平安

八戸城跡第 41地点 試掘調査 交番建設 H30.8.17 ～ 28 36 城館跡／近世

酒美平遺跡第 19地点 試掘調査 福祉設備建築 H30.8.23・24 93 集落跡／縄文・飛鳥・奈良・平安

八戸城跡③ 試掘調査 個人住宅増築 H30.9.20 1.4 城館跡／近世

八戸城跡④ 試掘調査 個人住宅建築 H30.9.25 12 城館跡／近世

笹ノ沢 (2) 遺跡第 1地点 試掘調査 新産業団地建設 H30.9.5 ～ 10.31 730.5 集落跡／縄文

雷遺跡② 試掘調査 長芋作付け H30.10.9 ～ 15 394 散布地／縄文・平安

市子林遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.10.15 3.5 集落跡／縄文・古墳～近世

松ヶ崎遺跡隣接地 試掘調査 個人住宅建築 H30.10.16 12 集落跡／縄文

酒美平遺跡 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.10.17 19 集落跡／縄文・飛鳥・奈良・平安

石橋遺跡 試掘調査 有料老人ホーム建築 H30.10.22・23 54 集落跡／平安

石橋遺跡第 12地点 試掘調査 長芋作付け H30.10.22 ～ 31 582.5 集落跡／平安

根城跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.11.2 13 城館跡／中世

根城跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.11.2 12 城館跡／中世

石ノ鉢遺跡 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.11.14 30 散布地／縄文・弥生・奈良

石ノ鉢遺跡 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.11.14 48 散布地／縄文・弥生・奈良

酒美平遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.11.19 1 集落跡／縄文・飛鳥・奈良・平安

雷遺跡隣接地 試掘調査 範囲確認調査 H30.11.20 22 散布地／縄文・平安

野馬小屋遺跡 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.11.26・27 160 散布地／縄文・弥生

上ノ沢遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H30.12.4 9 散布地／縄文・奈良・平安

沢ノ上遺跡 試掘調査 太陽光発電設備設置 H30.12.18 108 集落跡／弥生・奈良・平安

烏館場遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H31.1.18 15 散布地／縄文

館平遺跡第 31地点 試掘調査 個人住宅建築 H31.1.30 34.5 集落跡・城館跡／縄文・平安・中世

中野 (2) 遺跡第 1地点 試掘調査 個人住宅建築 H31.3.6 15 散布地／平安

沢里山遺跡 試掘調査 集合住宅建築 H31.3.15 ～ 20 150 散布地／縄文・奈良・平安

雷遺跡第 6地点 本調査 個人住宅建築 H30.4.3 ～ 5 20 集落跡／平安

石橋遺跡第 11地点 本調査 長芋作付け H30.5.9 ～ 6.5 400 集落跡・墓／平安・近世

雷遺跡第 5地点 本調査 長芋作付け H30.5.23. ～ 6.16 1,000 集落跡／飛鳥・奈良・近世

館平遺跡 ( 新田城跡 ) 第 30地点 確認調査 内容確認調査 H30.7.23. ～ 8.29 630 城館跡／中世

櫛引遺跡第 6地点 本調査 寺院建築 H30.4.3. ～ 27 180.00 集落跡・城館跡／縄文・奈良～近世

雷遺跡第 4地点 本調査 集合住宅建築 H30.7.6 ～ 8.3 650.00 集落跡／縄文・飛鳥・奈良

八戸城跡第 41地点 本調査 交番建築 H30.9.3. ～ 9.28 130.00 城館跡／近世

八戸城跡第 40地点 本調査 店舗建築 H30.10.1. ～ 12.21 1,494.00 城館跡／近世
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